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＜研究目的＞ 精神科病院の長期入院者（１年以上入院者）に対しての地域移行、地域
定着の 21 年以上の実績のある A 県の宿泊型自立訓練施設 C（以下、施設 C）を対象に地











型生活訓練施設 C で生活訓練を受けた後、施設 C の法人の運営するグループホームや自
宅で地域生活をしている 8 名（男性 6 名、女性 2 名）をインタビューの対象とした。平
均年齢は 56 歳 9 か月（SD±11.54）で最年少 39 歳、最年長 77 歳であった。8 名全員が
就労継続Ｂ型事業所に通所し、そのうち 7 名はグループホームで生活していた。それぞ
れのグループホームでは仲間同士で支えあうピアサポートが行われていた。現在まで、
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   図１  インタビューのストーリーライン  






行われていた。2017 年度の施設 B と同様にピアサポートの力とクライシス対応によって、
精神科病院の長期入院者の地域定着に効果がある支援がなされていた。  
 
 
 
